
「福 祉 の 現 場 の 声 と ロ ボ ッ ト 技 術」別 冊 に つ い て

電子技 術総合研究所　 小野栄一

こ の別 冊は 、福 祉 の 現場 の方 々や 福祉 にご関 心の ある方 々ど ボテ ィ ク スの 観点 から 貢 献

し たい と願っ てい るエン ジニア を念 頭に 作りま した。福 祉 の現場 の 方 々や ご 関 心の あ る多く

の方 々に ロボ ット 技術 の一 端を 知っ てい ただく と と もに 、ロ ボ ット 技術 やエ ン ジニ ア が これ

から 福祉 の世 界に 関 わって いく ときに 誤っ た方向 に陥 らない よ うに 、参 考とな る よ うに、気

さく に 思 うこ と を許い てい ただき ました。

寄稿 してい た だい た皆 さ んは、福 祉の現 場でご 活躍 され てい る方々や ロボ ッ ト研 究 者 、教

育 学者 、動 物学 者で 、立 場 も様 々で す。皆 さ ん、こ れ からの 社会 を支 え 、よ り 良く す る た め

に 、ご 協力 して 下さい ま した。皆 さんは、そ の道で 経験 豊富 な 方々で す。そ の ため 文章 中 の

何気ない 一 言で も、試 行錯 誤や 貴 重な経 験に 基づ く もので あ っ たり 、示 唆を 含 んでい た り す

る と思 い ます。

どこか ら読 んでい た だい て もか まいま せ ん。大 を 扱 う技術 開 発は 、そ う容 易 なこ とで は あ

りませ ん。多 く の人 の協力 が必 要 です。異 なる観点 の 方々が 集 まり 、気 さく に 話す こ とで 、

ブ レイ クスル ーが 起き る 可能性 が 高くな りま す。こ の 別冊 か ら少 しで も 福祉 の現場 とエ ン ジ

ニア 、ユ ーザ ーの 方々が 知り合 い 、情 報 交 流するき っ かけ がで きた り 、視 野 が広 がる こ とを

願い ます。

そ して 、誰 もが 生き 易い 、住 み 易い 社会を 支え る よう技術 が 活か さ れ るこ とを願い ま す。

こ の無 料一般 公 開セ ッ ションや 別 冊は 、本 学術講 演 会委員 長 の増 田 良介 先生お よび 東 海 大

学学内 委員 会 の皆 様、ボ ランテ ィ ア皆様 の極 めて多 大な ご尽 力 に より 実現で き るこ とに なり

ま した。そ のた めヽ短 期 問 に企 画案 作成 と開 催準備 が同 時進 行 してい く とい う形で 進み 、最

終的 に 公開セ ッ シ ョン の形 にな り ました。　したがって 、試 行 錯誤 の 結果 の 面も あり、必 ず し

も最 適 な形に な ってい ま せ んが、ご 了 解 下さい。

福 祉 の現場 の 方々は 施 設や 病院 にお 勤め のた め、平 日に

参加 が難 しい 方 も多 い ので 、別 冊 の３章 に寄稿 し てい ただ

く とい う形 で ご 協力 願い ま した。ま た、あ わせて多 く のご

関 心あ る方 々に 寄稿 し てい ただ き ました。こ の公 開 セ ッシ

ョン の内容 も畠 山卓 朗 さん 、市 川 洌さんを 初 め、福 祉現場

の 方 々か ら の多く のご示 唆 をい ただ きま した。

公 開 セ ッショ ンに ご 発表 して 頂く方 々と せ わしい 中を短

期問 の締 め切り に も関 わらず 寄稿 して した 下さっ た方 々に

深く 感 謝し ます と と もに 、改 めて多 く の皆 様の情 熱に 敬 意

を表 し ます。
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